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発行／北海道標津町議会

編集／広 報 特 別 委 員 会

６月定例会６月定例会

多くの人に見送られ、幾多の思いでと花束を胸にして庁舎を後にする金澤町長【於：退任式（令和３年６月23日午後４時30分）】

行政報告・副町長の選任
委員会構成・意見書など… ２〜５

町政のそこが聞きたい………… ６

一　般　質　問…………… ７〜８

金澤町長に贈る辞……………… ９

５月
･７月臨時会
第179号
令和3年8月１日

金澤町長任期満了、退任！
４期16年の長きに亘り町政を牽引されました金澤町長が、６
月23日を以て任期満了にて退任されました。
職員、教育長、助役として39年間、町長として16年間の長途
の任。刻苦勉励に対して、衷心より慰労と感謝の意を表します。
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令和３年６月第２回定例会（６月10日）令和３年６月第２回定例会（６月10日）
金澤町長の行政報告

職
員
の
自
殺
に
関

す
る
今
後
の
対
応

　
一
昨
年
７
月
23
日
頃
、

元
職
員
の
鈴
木
雄
大
氏
が

逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
し

ま
っ
た
責
任
を
痛
感
し
て

い
る
。

　
町
と
し
て
の
調
査
に
つ

い
て
は
、
法
律
事
務
所
に

よ
る
客
観
的
な
調
査
を
２

回
実
施
し
、
ご
遺
族
に
も
、

こ
の
調
査
報
告
の
内
容
を

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
件
に
対
し
て
、
２
回

の
調
査
結
果
の
内
容
を
説

明
し
た
後
、
ご
遺
族
代
理

人
か
ら
抗
議
声
明
が
出
さ

れ
、
本
町
を
被
告
と
す
る

提
訴
を
４
月
中
旬
に
提
起

す
る
旨
の
予
告
が
届
い
て

い
る
。
現
時
点
で
提
訴
さ

れ
た
事
実
は
確
認
で
き
て

い
な
い
が
、
残
念
な
が
ら

提
訴
さ
れ
た
場
合
に
は
、

町
と
し
て
も
粛
々
と
対
応

す
る
ほ
か
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
町
と
し
て
は
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
態
を

招
か
な
い
よ
う
引
き
続
き
、

職
場
環
境
の
改
善
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
参
る
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
た
い
。

標
津
は
ま
な
す
苑
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

集
団
感
染（
ク
ラ
ス

タ
ー
）の
収
束

　

次
に
、「
社
会
福
祉
法

人
標
津
福
祉
会　
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
標
津
は
ま

な
す
苑
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

集
団
感
染
の
収
束
」
に
つ

い
て
で
あ
る
。

　
５
月
10
日
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
標
津
は
ま
な

す
苑
に
お
い
て
、
集
団
感

染
が
発
生
し
た
こ
と
を
北

海
道
が
発
表
し
た
。

　
中
標
津
保
健
所
の
指
導

の
下
、
複
数
回
の
検
査
を

実
施
し
、
そ
の
後
の
２
週

間
に
新
規
感
染
者
が
発
生

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
６

月
１
日
を
も
っ
て
集
団
感

染
は
収
束
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
６
月
１

日
防
災
無
線
で
町
民
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
人
が
他
の
人
に
感
染
さ

せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
期
間
は
、
発
症
の
２
日

前
か
ら
発
症
後
の
７
～
10

日
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
感
染
症
と
診
断

さ
れ
た
人
の
う
ち
他
の
人

に
感
染
さ
せ
て
い
る
の
は

２
割
以
下
で
、
多
く
の
人

は
他
の
人
に
感
染
さ
せ
て

い
な
い
の
で
は
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
飛
沫

感
染
や
接
触
感
染
に
よ
っ

て
感
染
す
る
た
め
、
引
き

続
き
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

大
切
な
家
族
や
友
人
の
命

を
守
る
た
め
、
人
と
人
と

の
接
触
機
会
を
減
ら
し
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の

消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感

染
防
止
行
動
の
実
践
や
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ

る
飲
食
の
場
面
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策
の
実
践
な

ど
に
つ
い
て
、
適
時
適
切

に
機
会
を
と
ら
え
て
住
民

啓
発
を
し
て
参
り
た
い
。

―
・
―
―
・
―
―
・
―

　
定
例
会
議
事
終
了
後
、

金
澤
町
長
よ
り
４
期
16
年

を
締
め
く
く
る
退
任
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の

後
、
田
中
議
長
よ
り
労
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び

　
本
誌
１
７
８
号
〈
３
月

定
例
会
：
令
和
３
年
５
月

１
日
発
行
〉
に
お
い
て
、

寄
稿
者
名
に
、
左
記
の
通

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
す
る
と
共
に
、
心
よ

り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

寄
稿  

春
の
予
感

　
株
式
会
社 

標
津
介
護
サ
ー
ビ
ス

正 

代
表
取
締
役 

本も
と

見み

綾あ
や

子こ 

氏

誤 

代
表
取
締
役 

本ほ
ん

見み

綾あ
や

子こ 

氏
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令和３年６月第２回定例会（令和３年６月10日）

○�

標
津
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
制
定

　
提
出
者

南
　
　
憲
治
議
員

○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
者

山
崎
　
英
司
議
員

○�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
1��

へ
の
復
元
、「
30
人
以

下
学
級
」
な
ど
教
育
予

算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
の
実
現
に
む
け
た

意
見
書

　
提
出
者

大
垣
　
　
勇
議
員

○�

２
０
２
１
年
度
北
海
道

最
低
賃
金
改
正
等
に
関

す
る
意
見
書

　
提
出
者

大
垣
　
　
勇
議
員

○�

林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

　
提
出
者

大
垣
　
　
勇
議
員

規
則
制
定

意
見
書

議
会
の
議
決
を

議
会
の
議
決
を

求
め
る
工
事
請

求
め
る
工
事
請

負
契
約

負
契
約

○ 

標
津
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

旧
焼
却
施
設
解
体
工
事

◦
契
約
金
額

　
２
億
１
千
３
百
７
万
円

◦
契
約
の
相
手

　

 

上
田
・
篠
田
・
東
盛
経

常
建
設
共
同
企
業
体

「
標
津
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
」
や

「
標
津
町
重
度
心
身
障
が

い
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
を
改
正
」
等
の
４
件
を

原
案
ど
お
り
に
可
決
し
ま

し
た
。 条

例
改
正

（単位：千円）

一般会計の補正予算（主なもの）　内容欄の●コは新型コロナ対策の事業
項　目 金　額 内　　　容

介護保険特別会計（サービス
事業勘定）繰出金 2,650

地域包括支援センターの育休代替職員１名（パートタイ
ム会計年度任用職員）の新規雇用及び介護報酬改定に伴
う介護伝送ソフトの更新による繰出金の追加

社会福祉施設等への支援事業 509
社会福祉施設等へ配付する衛生資材備蓄品（マスク、不
織布ガウン、ゴーグル等）の不足分補充に係る経費の追
加 ●コ

子育て世帯生活支援特別給付
金事業（その他世帯分） 4,059

町民税非課税の子育て世帯等（ひとり親世帯を除く）に
対し、児童一人当たり一律５万円を給付 ●コ
※ひとり親世帯分は別途道が実施

標津町新型コロナウイルス感
染症緊急経済対策事業 17,780

経営継続支援金
【対象要件】
①時短営業対象飲食店と取引がある事業者
②外出の自粛要請等による影響を受けた事業者
のいずれかに該当し、本年５月又は、６月の売上高が昨
年又は一昨年の同月と比較して20％以上減少した事業
者

【給付金額】
①一律20万円　②20万円（10万円×２ケ月）を上限に、
売上高減少相当額を支給 ●コ

標津高校教育用情報通信機器
整備事業 8,866 生徒及び教職員分の教育用タブレット端末及び充電保管

庫の整備 ●コ

語学指導を行う外国青年招致
事業（JETプログラム） 482

ALTの退職に伴う新規招致に係る負担金（旅費、オリエ
ンテーション、PCR検査等）、新任ALTが使用する寝具
の更新

消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
感

染
防
止
行
動
の
実
践
や
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ

る
飲
食
の
場
面
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策
の
実
践
な

ど
に
つ
い
て
、
適
時
適
切

に
機
会
を
と
ら
え
て
住
民

啓
発
を
し
て
参
り
た
い
。

―
・
―
―
・
―
―
・
―

　
定
例
会
議
事
終
了
後
、

金
澤
町
長
よ
り
４
期
16
年

を
締
め
く
く
る
退
任
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の

後
、
田
中
議
長
よ
り
労
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び

　
本
誌
１
７
８
号
〈
３
月

定
例
会
：
令
和
３
年
５
月

１
日
発
行
〉
に
お
い
て
、

寄
稿
者
名
に
、
左
記
の
通

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
す
る
と
共
に
、
心
よ

り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

寄
稿  

春
の
予
感

　
株
式
会
社 

標
津
介
護
サ
ー
ビ
ス

正 

代
表
取
締
役 

本も
と

見み

綾あ
や

子こ 

氏

誤 

代
表
取
締
役 

本ほ
ん

見み

綾あ
や

子こ 

氏
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議
会
運
営
委
員
会

〈
委
員
定
数
〉
５
名

〈
任
期
〉
令
和
３
年
５
月
21
日
～
令
和
５
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
南　
　
憲
治

　
副
委
員
長　
石
橋　
昌
幸

　
委　
　
員　
小
川　
悠
治　
　
大
垣　
　
勇

　
　
　
　
　
　
吉
田　
　
智

広
報
特
別
委
員
会

〈
委
員
定
数
〉
４
名

〈
任
期
〉
令
和
元
年
５
月
８
日
～
令
和
５
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
大
垣　
　
勇

　
副
委
員
長　
吉
田　
　
智

　
委　
　
員　
山
崎　
英
司　
　
山
﨑　
陸
郎

総
務
経
済
常
任
委
員
会

〈
委
員
定
数
〉
６
名

〈
任
期
〉
令
和
３
年
５
月
21
日
～
令
和
５
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
吉
田　
　
智

　
副
委
員
長　
山
崎　
英
司

　
委　
　
員　
小
川　
悠
治　
　
木
下　
　
孝

　
　
　
　
　
　
山
﨑　
陸
郎　
［
南　
　
憲
治
］

 
※
［　
］
の
委
員
は
複
数
所
属

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

〈
委
員
定
数
〉
６
名

〈
任
期
〉
令
和
３
年
５
月
21
日
～
令
和
５
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
大
垣　
　

勇

　
副
委
員
長　
石
橋　
昌
幸

　
委　
　
員　
高
橋　

幹
雄　
　
南　
　
憲
治

　
　

〃　
［
山
崎　
英
司
］［
山
﨑　
陸
郎
］

※
［　
］
の
委
員
は
複
数
所
属

　令和３年５月21日開会の令和３年第３回標
津町議会臨時会において、標津町議会委員会条
例第１章「通則」第３条及び第５条に基づき、
議長の指名により、当該委員の所属委員会が、
変更になりました。
　また、各組合議会及び広域連合議会議員が選
任されました。（所属は下記の通り）

委
員
の
所
属
変
更

南委員長

吉田副委員長 石橋副委員長

山崎副委員長石橋副委員長

大垣委員長

大垣委員長

第３回
臨時会
５月21日㈮

吉田委員長

 

各
組
合
議
会
及
び

　
広
域
連
合
議
会

　
　
　
議
員
の
選
任

◦�

根
室
北
部
衛
生
組
合
議

会
議
員

　
田
中
孝
幸
・
小
川
悠
治

　
大
垣　
勇
・
石
橋
昌
幸

◦�

根
室
北
部
消
防
事
務
組

合
議
会
議
員

　
田
中
孝
幸
・
小
川
悠
治

　
吉
田　
智
・
山
崎
英
司

◦�

中
標
津
町
外
２
町
葬
斎

組
合
議
会
議
員

　
田
中
孝
幸
・
小
川
悠
治

　
大
垣　
勇
・
石
橋
昌
幸

◦�

根
室
北
部
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
議
会
議
員

　
田
中
孝
幸
・
小
川
悠
治

　
大
垣　
勇
・
石
橋
昌
幸

【
令
和
元
年
第
１
回

臨
時
会
に
て
選
任
】
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職員・支援者からの花束を手にする金澤町長関係者の前で決意を述べる山口新町長

副町長に選任された星京子氏

令和３年５月21日　第３回臨時会

金
澤
瑛
町
長

【
退
任
式
】

　
令
和
３
年
６
月
23
日

　
午
後
４
時
30
分

山
口
将
悟
新
町
長

【
初
登
庁
】

　
令
和
３
年
６
月
24
日

　
午
前
８
時
30
分

副
町
長
の
選
任

　
空
席
の
副
町
長
の
選
任

に
当
た
り
、
前
標
津
町
役

場
財
政
課
長
の
星
京
子
氏

が
選
任
さ
れ
、
全
会
一
致

に
て
選
任
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

（
任
期：選
任
の
日
か
ら
４
年
間
）

星ほ
し　

京
き
ょ
う

子こ 

氏

【
生
年
月
日
】

　
昭
和
34
年
11
月
17
日

<

満
61
歳>

【
最
終
学
歴
】

　

標
津
高
等
学
校
卒
業

町
長
の
動
向

人　
　
事

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

令
和
３
年
第
４
回
臨
時
会

令
和
３
年
７
月
15
日

（単位：千円）

一般会計の補正予算　内容欄の●コは新型コロナ対策の事業
項　目 金　額 内　　　容

標津福祉会への新型コロナウ
イルス感染症対策助成事業

（新型コロナウイルス感染症
特養はまなす苑対応従事者へ
の慰労金助成経費）

5,240

標津はまなす苑における新型コロナウイルス感染症集団
感染の発生に伴う、対応従事者への慰労金支出による助
成金（雇用形態により、一人当たり30千円から100千
円を助成。62人分を想定） ●コ

病院会計繰出金 1,800
新型コロナウイルス感染症への対応に従事する病院職員
への特殊勤務手当の支給に伴う繰り出し金
30千円×２名×30日＝1,800千円 ●コ

標津町新型コロナウイルス感
染症緊急経済対策事業 10,765

①新型コロナウイルス感染症予防対策助成金
　 町内事業所における感染症予防対策に係る備品購入費

に対して、対象経費の1/2（最大50千円）を助成
　209事業所×50千円×申請率70％＝7,315千円

②時短営業等要請協力金
　 5/11に発令した町独自の新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言に基づき、町内飲食店へ営業時間の短縮
等の協力要請を行ったことに伴い、協力いただいた事
業者へ協力金として一律150千円を支給

　23事業所×150千円＝3,450千円 ●コ

緊急防災対策事業 391 忠類地区避難所のボイラー修繕 ●コ



しべつ議会だより　6

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

小　川　悠　治　議員 7ページ
　　★小川議員は、過去36回に亘り『福祉』関連の質問をして来ました。

　● 
　　①障がい者グループホーム【夢ふうせん『カント』】開設〔４月〕
　　　『健康と福祉の村』構想…基盤整備達成か？
　　②町内一連の福祉施設
　　　『【福祉産業】を構築』と認識するが？

吉　田　　　智　議員 8ページ
　●　

　　　　本・新聞の※『熟
じゅく

読
どく

玩
がん

味
み

』の励行で
【読解力】の向上を！

　　　　　　　　　　※

令和３年第２回定例会（６月10日）で２議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。
★両議員は質問後、退任される金澤町長に感謝と慰労の言葉を述べました。

社会に出るあなたに伝えたい　［著　者］池上　彰

なぜ、読解力が必要か？　 　　［発行所］株式会社講談社

町内の福祉〔高齢者・障がい者福祉〕施設充実

標津型学習スタイル

熟読玩味：文章をじっくり読んで、その内容を味わうこと。

質問中の小川議員

質問中の吉田議員

障がい者グループホーム
夢ふうせん『カント』の外観

★令和3年4月２日開設
★［定員］9名［入所者］6名
　（令和３年６月15日現在）
カント：アイヌ語で「空」を意味する

　山㟢教育長は３月９日の令和３年第１回定例会における令和３年度教育行政執行方針表明
において、「子どもたちの読解力が大きな課題となっており、（後略）」と述べている。
　ジャーナリストの池上彰氏は、読解力は「生きていく上で常に必要となる力であり、人生に欠
かせない力である」と述べ、子どもたちの読解力不足を憂い、読解力を身につける方法を説いた
のが下記の書籍である。

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を、見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

障がい者グループホーム
夢ふうせん『カント』

資料
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小川　悠治 議員

標津町『健康と福祉の村』整備及び高齢者施設等の状況表

町内の福祉〔高齢者・障がい者福祉〕施設充実

保健福祉センター『ひまわり』【６月10日令和３年第２回定例会提出資料〔抜粋・一部加筆〕】出典

小川議員はこの後、『地方自治法』第一条の二に記載の〔住
民の福祉の増進〕に関して質問しました。

☆

①障がい者グループホーム【夢ふうせん『カント』】開設〔４月〕
　『健康と福祉の村』構想…基盤整備達成か？
②町内一連の福祉施設
　『【福祉産業】を構築』と認識するが？

①
問　
『
健
康
と
福
祉
の
村
』

は
、
町
民
の
保
健
、
医
療

福
祉
情
報
の
集
積
と
サ
ー

　
ビ
ス
の
総
合
的
な
調
整
、

　

実
施
供
給
拠
点
と
し
て
、

更
に
、
高
齢
者
の
活
動
、

保
養
並
び
に
交
流
拠
点
と

し
て
総
合
的
機
能
を
有
し

て
い
る
。
計
画
的
に
施
設

　

建
設
整
備
が
行
な
わ
れ
、

民
営
施
設
も
整
備
さ
れ
て

　

来
た
。
本
年
４
月
２
日
、

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
夢
ふ
う
せ
ん『
カ
ン
ト
』

　

が
開
設
。
こ
れ
に
よ
り
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施

設
に
、
障
が
い
者
福
祉
サ

　
ー
ビ
ス
施
設
が
加
わ
っ
た
。

　
（　
　

表　
　

 

参
照
）

　
　
官
民
連
携
で
名
実
共
に

『
健
康
と
福
祉
の
村
』
の

基
盤
整
備
が
達
成
さ
れ
た

と
思
う
が
、
所
見
を
質
す
。

②
問　
福
祉
関
連
（
医
療
を

含
む
）
職
員
が
１
７
８
名

（
内
町
内
在
住
者
１
１
４

名
）
と
な
っ
て
お
り
、

　
（　
　

表　
　

 

参
照
）

　
町
内
一
連
の
福
祉
施
設
は
、

定
住
貢
献
と
共
に
【
福
祉

産
業
】
を
構
築
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
。

①
答　
小
田
桐
町
長
の
先
見

の
明
に
よ
り
今
日
迄
に
、

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、

村
構
想
の
整
備
基
盤
は
達

成
し
た
。
し
か
し
、
入

所
（
居
）
待
機
者
の
対
応
、

介
護
並
び
に
看
護
等
の
ス

タ
ッ
フ
不
足
、
病
院
・
特

養
等
の
経
年
劣
化
に
よ

る
（
共
用
開
始
年
月
日
は
、

　
　
　
　

表　
　

 

参
照)

　
大
規
模
な
保
修
繕
費
増
大
、

拠
点
と
な
る
病
院
の
維
持

等
の
ソ
フ
ト
面
の
課
題
が

伸
し
掛
か
っ
て
来
る
。

②
答　
福
祉
施
設
は
、
建
設

効
果
、
雇
用
効
果
、
地
元

調
達
効
果
が
あ
り
、
定
住

人
口
、
更
に
は
税
収
増
に

結
び
付
く
。

　
　
『
福
祉
』
は
、
第
三
次

産
業
の
最
た
る
も
の
で
あ

り
、
超
高
齢
化
時
代
に
向

け
、
将
来
性
が
あ
る
。

民 営 施 設

施設
��区分

比較
��項目

標津病院
保健福祉
センター
『ひまわり』

社会福祉法人　標津福祉会 ㈱標津介護サービス 藤本建設㈱

標津はまなす苑 陽だまり
グループホーム�
夢ふうせん『空』

障がい者
グループホーム
夢ふうせん「カント」

高齢者
対応型下宿
だんらん『希望』

特別養護老人ホーム デイサービス
センター

サービス付
高齢者向け住宅

小規模多機能型
居宅介護施設特別養護

老人ホーム
ショートステイ
高齢者痴呆施設

面積㎡
（坪）

2,580.54
（763）

2,462.31
（746）

2,417.26
（732）

307.91
（93）

670.26／（203）
渡り廊下55.73／（17）

715.51／（217）
渡り廊下20.90／（６）

285.69
（86）

242.21
（73）

253.18
（77）

259.20
（79）

構　造 RC造 RC造 RC造 RC造 RC造・
S造（渡り廊下）

W造・
S造（渡り廊下） Ｗ　造 Ｗ　造 Ｗ　造 Ｗ　造

使用開始年月日 平成６年４月 平成９年７月 平成５年４月 平成16年４月平成16年２月平成28年４月平成28年５月 平成21年11月
平成22年５月 令和３年４月 平成23年12月

総事業費
単位（千円）1,081,446 999,141 952,437 136,844 338,907 261,619 111,758 77,490 76,521 27,182
入所（居）者
（6／１現在） 57 床 コロナによる

営業停止
20室

（21人） 登録25人 18人 ５人 ４人 合計
（
４
／
１
現
在
）

職
員
数（
人
）

町内 49 34 ５ ４ ６ 10 ３ ３ 114

町外 25 17 ２ ２ ７ ８ ３ ０ 64

計 74 51 ７ ６ 13 18 ６ ３ 178

健 康 と 福 祉 の 村 施 設
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問　
山
㟢
教
育
長
は
、
令

和
３
年
第
１
回
定
例
会
の

令
和
３
年
度
教
育
行
政
執

行
方
針
に
お
い
て
、〔
Ⅲ

学
校
教
育　
１
．
学
力
の

向
上
〕
の
項
目
に
関
し
て
、

★
子
ど
も
た
ち
の
読
解
力

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
学
習
指
導
要
領
で

も
「
言
語
能
力
の
確
実
な

育
成
」
と
し
て
主
な
改
善

事
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。

　
読
解
力
の
向
上
に
関
し

て
私
は
、
過
去
３
回
に
亘

り
、
こ
の
席
上
で
質
し
て

来
た
。

　
２
０
１
９
年
12
月
４
日
、

※
【
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
】
に
お
い

て
、
日
本
の
読
解
力
の
順

位
が
79
か
国
・
地
域
中
15

位
に
後
退
し
た
と
新
聞
各

社
が
報
じ
た
。（
前
回
８
位
）

　
こ
の
日
本
の
子
ど
も
た

ち
の
読
解
力
を
憂
慮
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上

彰
氏
が
上
梓
し
た
の
が
、

６
頁
の

資
料

。

　
書
の
中
で
著
者
は
、
読

解
力
と
い
う
も
の
は
「
生

き
て
い
く
上
で
常
に
必
要

と
な
る
力
で
あ
り
、
人
生

吉田　　智 議員

に
欠
か
せ
な
い
力
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
「
人
生
に
欠
か
せ

な
い
力
：
読
解
力
」
は
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
伸
ば

せ
る
と
言
う
。
著
者
自
ら

の
体
験
を
通
し
て
、
読
解

力
を
鍛
え
る
方
法
は
『
書

く
』『
聞
く
』『
伝
え
る

(

話
す)

』
そ
し
て
『
読
む
』

事
で
あ
る
。
楽
し
く
読
解

力
を
上
げ
る
に
は
、
や
は

り
『
読
書
』
で
あ
る
と
結

論
付
け
て
い
る
。

　
新
聞
を
読
む
と
読
解
力

が
高
く
な
る
事
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
で
も
判
明
し
て
い
る
。

　
読
書
を
す
る
と
楽
し
み

な
が
ら
読
解
力
を
上
げ
て

行
く
事
が
で
き
る
。
本
も

新
聞
も
「
じ
っ
く
り
考
え

な
が
ら
読
む
」
＝
『
熟
読

玩
味
』
の
習
慣
が
、
読
解

力
を
伸
ば
す
コ
ツ
で
あ
る

と
言
う
。『
学
び
』は
、日
々

の
蓄
積
で
あ
る
。

　
標
津
型
学
習
ス
タ
イ
ル

の
実
践
に
お
い
て
、
本
・

新
聞
の
熟
読
玩
味
の
励
行

で
、
読
解
力
の
向
上
を
切

望
す
る
所と
こ
ろ処
で
あ
る
が
、

教
育
長
の
所
見
を
質
す
。

答　
教
科
の
需
要
度
に
関

し
て
数
学
者
の
藤
原
正
彦

氏
は
、「
一
に
国
語
、
二

に
国
語
、
三
、四
が
無
く

て
五
に
算
数
」
と
述
べ
て

い
る
通
り
、
国
語
力
は
全

て
の
教
科
の
基
礎
で
あ
る
。

「
教
育
は
国
家
百
年
の
計
」

　
読
書
の
習
慣
化
を
促
進

し
、
長
期
的
視
点
で
粘
り

強
く
標
津
型
学
習
ス
タ
イ

ル
を
実
践
し
て
行
く
。

【
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
】

〔
Ｐ●

ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ　
ｆ
ｏ
ｒ　
Ｉ●

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ　
Ｓ●

ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ　
Ａ●

ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
（
国
際
生
徒
評
価
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〕
の
略
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
２
０
０
０
年
よ
り

３
年
毎
に
実
施
す
る
国
際
的
な
学
習
到
達
度
調
査
。
15
歳
を
対
象
に
読
解
力
・
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
・
科
学
的
リ
テ

ラ
シ
ー
の
３
分
野
に
つ
い
て
、
知
識
の
活
用
力
や
探
求
心
を
問
う
。
ピ
ザ
若
し
く
は
ピ
サ
と
呼
称
す
る
。

本・新
聞
の『
熟
読
玩
味
』の
励
行
で

【
読
解
力
】の
向
上
を
！

『
教
育
は
国
家
百
年
の
計
』

長
期
的
視
点
で
粘
り
強
く
実
践
し
て
行
く
！

中
国
の
成
語

標
津
型
学
習
ス
タ
イ
ル

答
弁
は
教
育
長 読

書
に
役
立
つ
三
つ
の
方
法
の
こ
と
。
書
物
を
読

ん
で
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
目
で
よ
く
見（
＝
眼

到
）、次
に
声
を
出
し
て
読
み（
＝
口
到
）、そ
し
て

心
を
集
中
し
て
読
む（
＝
心
到
）の
三
つ
を
言
う
。

熟
読
を
勧
め
た
南
宋
の
大
儒『
朱
熹
』の
読
書
訓
。

読
書
三
到（
ど
く
し
ょ
さ
ん
と
う
）

吉田議員は読解力向上の為に、夏目漱石の「吾輩は猫である」等を収録した『１話１分の脳トレ　齋藤孝の音読de名著』他を推奨★

※
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田中　孝幸 議長

石橋　昌幸 議員

南　　憲治 議員

高橋　幹雄 議員木下　　孝 議員

吉田　　智 議員

小川　悠治 副議長

山崎　英司 議員

大垣　　勇 議員

山﨑　陸郎 議員

　
４
期
16
年
の
長
き
に
亘

り
、
標
津
町
政
の
舵
取
り

役
と
し
て
、
標
津
を
ひ
っ

ぱ
り
進
め
て
頂
き
、
お
疲

れ
様
で
し
た

　
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
標

津
町
民
と
し
て
、
第
３
の

人
生
を
楽
し
く
、
健
や
か

に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
金
澤
町
長
に
は
、
こ
れ

ま
で
町
民
の
幸
せ
と
豊
か

な
ふ
る
さ
と
が
感
じ
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
一
層
健
康
に
留

意
さ
れ
、
ご
自
身
と
ご
家

族
の
た
め
の
人
生
を
お
過

ご
し
下
さ
い
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
議
会
と
は
緊
張
関
係
を

保
ち
な
が
ら
も
丁て

い
ね
い寧
に
説

明
、
丁て

い
ね
い寧
な
対
応
を
頂
き

ま
し
た
。
心し

ん
そ
こ底
か
ら
標

津
町
民
に
寄
り
添
っ
た

16
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ご
家
族
共
々
ご
健
勝
で
、

培
っ
た
知
識
と
経
験
で
、

引
き
続
き
標
津
町
民
の
た

め
、
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
金
澤
町
政
の
十
六
年
間

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、「
人
口
減
少

時
代
に
挑
戦
す
る
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
す
。
釧

根
の
自
治
体
関
係
者
の
中

で
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
の
基
本
で

あ
り
評
価
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
た
い
へ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
16
年
間
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　
こ
の
間
、
産
業
、
福
祉
、

教
育
に
そ
し
て
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
健
康
に
留

意
を
さ
れ
町
の
発
展
に
お

力
添
え
を
願
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
標
津
町
民
の
安
全
・
安

心
の
為
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
走
り
続
け

た
４
期
16
年
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
は
心
身
と
も
に
休

ま
れ
た
後
に
、
ご
意
見
者

と
し
て
標
津
町
を
見
て
く

だ
さ
い
。

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
燎り

ょ
う
げ
ん原
の
火
の
如
く
押
し

寄
せ
る
時
代
の
潮
流
に

真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
う
、

「
人
口
減
少
時
代
に
挑
戦

す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」。

　
天て

ん
じ
ょ
う
む
き
ゅ
う

壌
無
窮
の
標
津
町
の

構
築
上
、
こ
の
挑
戦
は
、

玉ぎ
ょ
く
え
い瑛
の
遺
産
と
な
り
ま
す
。

　
四
期
16
年
間
の
町
長
の

任
を
精せ

い
れ
い
か
っ
き
ん

励
恪
勤
さ
れ
、
誠

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
病
院
を
軸
と
し
た
福
祉

の
町
づ
く
り
、
合
併
し
な

い
、
町
独
自
路
線
で
の
町

づ
く
り
、「
漁
業
」「
酪

農
」「
観
光
」
と
三
つ
の

基
幹
産
業
に
よ
る
町
づ
く

り
と
16
年
間
町
政
の
舵
取

り
を
し
て
い
た
だ
い
た
事

に
私
達
町
民
は
感
謝
し
て

ま
す
。

　
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
金
澤
町
長
と
私
が
、
行

政
職
員
と
し
て
35
年
間
共

に
切
磋
琢
磨
し
歩
ん
だ
日

日
が
偲
ば
れ
ま
す
。
小
田

桐
町
長
の
後
継
者
と
し
て

金
澤
町
長
は
町
政
を
、
私

は
議
員
と
し
て
議
事
機
関

の
一
翼
を
担
っ
て
来
た
自

負
も
あ
り
、
退
任
に
当
っ

て
、
公
私
の
御
交
誼
に
深

甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

○  

公
平
で
誠
実
な
行
政
姿
勢

○ 

行
政
努
力
に
よ
る
各
種
基

金
の
備
え
と
産
業
振
興
支

援
…
双
方
共
、
高
く
評
価

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

 　
更
に
、
病
院
を
核
に
、

町
民
の
「
健
康
と
福
祉
」

の
基
盤
を
築
い
て
頂
き
ま

し
た
。
感
謝
と
慰
労
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。

金澤町長に贈る辞（ことば） ６月23日任期満了にて４期16年の町長の任
を退かれた金澤町長に、餞の辞を贈ります。
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▼
晋し

ん

の
孫そ

ん

楚そ

は
隠い

ん
と
ん遁

生
活

を
送
る
決
心
を
し
、
友
人

の
王お

う
さ
い済
に
「（
山
奥
に
隠

れ
住
み
）
石
に
枕
し
流
れ

に
漱

く
ち
す
すぐ

」
と
い
う
べ
き
と

こ
ろ
を
、「
石
に
漱
ぎ
流

れ
に
枕
す
」
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
。
▼
王
済
が
そ

の
誤
り
を
指
摘
す
る
と
、

「
石
で
漱
ぐ
の
は
歯
を
磨

く
為
、
流
れ
に
枕
す
る
の

は
汚
れ
た
話
を
聞
い
た
耳

を
洗
う
為
で
あ
る
」
と
こ

じ
つ
け
て
、
誤
り
を
直
さ

な
か
っ
た「
晋し

ん

書じ
ょ

」の
故
事
。

▼
明
治
の
文
豪
・
夏
目
漱

石
の
号
は
、
こ
の
故
事
に

準な
ぞ
ら

え
て
「
負
け
ず
嫌
い
」

「
偏
屈
者
」
と
い
う
寓ぐ

う

意い

を
込
め
て
付
け
た
然そ

う
。

（
吉
田　
　
智
）

　

令
和
二
年
六
月
、『「
鮭
の
聖

地
」
の
物
語
～
根
室
海
峡
一
万
年

の
道
程
～
』
が
、
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
遺
産
登
録
と
は
、
世
界
遺

産
登
録
や
文
化
財
指
定
の
よ
う
に
，

登
録
・
指
定
さ
れ
る
文
化
財
（
文

化
遺
産
）
の
価
値
付
け
を
行
い
、

保
護
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
に
点

在
す
る
遺
産
を
「
面
」
と
し
て
活

用
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
四
月
に
採
用
校
長

と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
学
校
が

二
度
に
渡
る
臨
時
休
業
措
置
の
対

応
に
追
わ
れ
、
や
っ
と
学
校
で
授

業
が
で
き
る
見
通
し
が
つ
い
た
時

期
の
出
来
事
で
し
た
。

　
最
初
に
聞
い
た
と
き
は
、
何
の

こ
と
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
説
明
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
価
値
や
可
能
性
、
そ
し
て
何

よ
り
も
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
壮
大

い
て
い
る
手
火
山
造
り
「
鮭

節
」
を
製
造
し
て
い
る
知
床
標

津
マ
ル
ワ
食
品
社
長
田
村
正
範

氏
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、

工
場
の
見
学
と
一
緒
に
そ
の
思

い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
旨
い
蕎
麦
が
食
べ
た
い
」

か
ら
始
ま
っ
た
と
の
話
。「
地

域
を
元
気
づ
け
よ
う
」
と
い
う

思
い
と
仲
間
と
の
絆
が
根
底
に

あ
り
ま
す
。
地
産
地
消
を
目
指

し
た
「
美
し
い
村
標
津
産
蕎
麦

さ
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
も
こ
の
こ
と
に
か
か

わ
り
、
昨
年
十
一
月
に
、
ふ

る
さ
と
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ー
川
史
跡
公
園
園
長
小
野
哲

也
氏
が
標
津
番
屋
屏
風
を
持
参

し
て
く
だ
さ
り
、
鮭
や
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
、
本
校
の
生
徒

が
体
験
学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

づ
く
り
研
究
会
」
の
立
ち
上
げ
、

そ
し
て
、
美
味
し
い
蕎
麦
つ
ゆ

を
作
る
た
め
に
、
標
津
の
鮭
を

利
用
で
き
な
い
か
と
仲
間
と
語

り
合
い
、
開
発
し
て
で
き
た
の

が
「
鮭
節
」。
手
火
山
造
り
に

出
会
っ
た
の
も
仲
間
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と
い

う
思
い
と
仲
間
と
の
絆
の
深
さ

に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
、
地
域
の
ワ
ク
ワ
ク

す
る
話
が
た
く
さ
ん
あ
る
川
北

地
区
。
こ
の
環
境
「
地
域
力
」

が
学
校
教
育
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
新
学
習
指
導
要
領
完
全
実
施

の
年
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓

き
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
り
だ

し
て
い
く
人
材
の
育
成
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
地
域
力
」
を
さ
ら
に
活
か
し
、

こ
の
標
津
町
川
北
に
愛
着
と
誇

り
を
持
ち
、
次
代
の
街
づ
く
り

を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、

地
域
、
保
護
者
、
学
校
が
一
体

と
な
っ
た
ワ
ク
ワ
ク
す
る
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄稿

　
　
　
　
標
津
町
立
川
北
中
学
校

　
校
　
長
　
近こ

ん

　
藤ど

う

　
啓ひ

ろ

　
之ゆ

き

ワ
ク
ワ
ク
す
る
学
校
教
育
を
！

ワ
ク
ワ
ク
す
る
学
校
教
育
を
！

手火山造りの「鮭節」製造の様子

「標津番屋屏風」の説明を受ける生徒達

〔
本
名【
夏
目　
金
之
助
】〕

【
漱そ

う

石せ
き

枕ち
ん

流り
ゅ
う

】

夏目　漱石

★
一
般
質
問
（
８
頁
）
に
挙
げ
た
夏
目
漱
石
の
号
『
漱
石
』
に
関
す
る
雑
学


